
資料-１

■柳瀬川流域水循環市民懇談会の位置づけ 

●「柳瀬川流域水循環マスタープラン」の策定と今後の取り組み 

「柳瀬川流域水循環マスタープラン」を策定するにあたり、「柳瀬川流域水循環マスタープラン

検討会」、「行政間調整会議」、「柳瀬川流域水循環市民懇談会」が組織されました。これにより、

市民・学識経験者・行政が一体となり、幅広い意見を取り入れながらプランが策定されました。 

今後は、これらの組織を再編成し、「柳瀬川流域水循環マスタープラン」を推進するための行動

計画、「アクションプラン」を策定します。 

 

 

アクションプランの策定アクションプランの策定

柳瀬川流域が目指す「望ましい流域像」の実現
～人と水と緑がつながりあう魅力ある流域づくり～

マスタープラン 策定

推進協議会の設立

市民懇談会
再編成

代表世話人の選出代表世話人の選出

将来的には
市民による自主運営

将来的には
市民による自主運営

協力要請協力要請

毎年の協議内容＋アクションプラン・マスタープランの評価、見直し毎年の協議内容＋アクションプラン・マスタープランの評価、見直し

モデル計画の作成モデル計画の作成

幹事会の立ち上げ

1年に一回程度

行政間調整会議検討会 市民懇談会

意見意見

意見意見

モニタリング計画
①柳瀬川流域の状態評価
②施策の進行状況評価

モニタリング計画
①柳瀬川流域の状態評価
②施策の進行状況評価

部会の立ち上げ

・取り組み実現の検討
⇒モデル地区における
試験的な取組み

・取り組み実現の検討
⇒モデル地区における
試験的な取組み

協議会開催前から実施 継続的に実施または運営

アクションプランの内容 検討、協議、意見等 協議会等の組織

５年に一回程度

協力協力

計画の策定、モニタリング結果の分析・評価、対策推進部会の設置検討計画の策定、モニタリング結果の分析・評価、対策推進部会の設置検討

 

H11～ 
H17 まで

H18～H19 

H19～ 
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●それぞれの組織の位置づけ 

 
 

■ 柳瀬川流域水循環市民懇談会の目的 

柳瀬川流域の急激な都市化により、降った雨が一気に川に流れ出すようになり、洪水の危険

性が大きくなったり、普段の川の流れが少なくなったりしてきました。また、地価にしみ込む雨が少

なくなったために、地下水位が低くなったり湧水が減ったりしています。さらに、ヒートアイランド現

象などもみられるようになってきました。 

このような問題を総合的に解決するために、流域における健全な水循環系の構築が必要であ

るとして、平成 17 年 3 月に「柳瀬川流域水循環マスタープラン」が策定されました。今後は、「柳

瀬川流域水循環マスタープラン」を推進していくための「アクションプラン」を策定し、これを実行

に移していくことが必要となってきます。 

本市民懇談会は、「アクションプラン」の検討、実行にあたり、市民の立場からご意見を出して

いただき幅広く議論を行うものです。 

 

 

■ 柳瀬川流域水循環市民懇談会 参加の原則 

 

①それぞれの自由な立場で自由な発言を行う 

②互いの発言を尊重し合うこと 

③お互い真摯に納得のいくまで議論を行う 

④柳瀬川流域の望ましい流域像を実現するために、善意に基づき発言し行動する 

⑤行政あるいは市民が行う事業（活動）について、最終的に判断するのは、それぞれの

事業（活動）主体である 

※ アクションプランを策定 
※ 市民懇談会の代表が参加 
※ 市民懇談会の意見を参考にする

幹事会(仮称) 

柳瀬川流域水循環マスタープラン

推進協議会(仮称) 

柳瀬川流域水循環 

市民懇談会 
意 見

※ 推進協議会の議題に関する

行政間の調整会議 
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